
コンゴ民主共和国

「
コ
ン
ゴ
盆
地
」の
重
要
性
に

つ
い
て

皆
さ
ん
は「
コ
ン
ゴ
盆
地
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
次
い
で
世
界

第
二
の
規
模
を
誇
る
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
熱
帯
林 熱

帯
林
保
全
の「
一
丁
目
一
番
地
」、

コ
ン
ゴ
盆
地
の
現
場
か
ら

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
　
環
境
・
持
続
可
能
開
発
省

大
仲
　
幸
作

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
ゴ
盆
地
は
、
今
も
年
間

で
正
味
約
6
億
ト
ン
の
C
O
2

を
吸
収
し
続
け
て

い
ま
す
（
2
0
2
1
年
、Harris et al.

）。
更

に
、
2
0
1
7
年
に
は
、
日
本
の
年
間
排
出
量

の
1
0
0
年
分
に
相
当
す
る
2
9
0
億
ト
ン
の

炭
素
を
蓄
え
た
世
界
最
大
の
熱
帯
泥
炭
地
帯
が
存

在
す
る
こ
と
が
、
科
学
的
に
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
（
2
0
1
7
年
、D

argie et al.

）。
コ
ン
ゴ

盆
地
は
地
球
環
境
の
持
続
性
の
鍵
を
握
る
、
世
界

で
最
も
カ
ー
ボ
ン
リ
ッ
チ
な
生
態
系
の
一
つ
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

森
林
消
失
の
深
刻
化
に
つ
い
て

し
か
し
、
そ
の
コ
ン
ゴ
盆
地
も
、
貧
困
削
減
が

進
ま
ぬ
ま
ま
人
口
が
急
増
し
、
焼
き
畑
や
薪
炭
生

産
が
無
秩
序
に
広
が
る
こ
と
で
、
近
年
は
森
林
消

失
が
年
間
約
1
0
0
万
ha
を
超
え
る
レ
ベ
ル
で

アフリカ大陸における森林分布（太線：コンゴ民主共和国）
Tree Cover with Canopy Density＞７5%, 2010年
出典：Global Forest Watch（世界資源研究所）

コンゴ盆地の泥炭地注１を踏査する筆者

コンゴ盆地核心部における深刻な森林減少（原因は農地転用が大半）

海外・現場

最前線からの

便り

シリーズ

図１ アフリカ⼤陸における森林分布（太線：コンゴ⺠主共和国）
Tree Cover with Canopy Density>75%, 2010年
出典：Global Forest Watch（世界資源研究所）

地
帯
で
す
。
コ
ン
ゴ
盆
地
の
森
林
面
積
は
日
本
の

国
土
の
約
5
倍
、
そ
の
過
半
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
に
属
し
て
い
ま
す
。
私
は
林
野
庁
か
ら
、
国
際

協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
を
通
じ
て
、
同
国
の
環

境
・
持
続
可
能
開
発
省
に
、
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
長
期
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
職
員
を
派

遣
す
る
の
は
、
コ
ン
ゴ
盆
地
の
保
全
が
気
候
変

動
対
策
上
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
ア
マ
ゾ
ン
や
東
南
ア
ジ
ア
は
、

近
年
の
開
発
に
よ
っ
て
、
C
O
2

の
排
出
量
が
吸

収
量
を
上
回
る
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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コンゴ盆地の保全を支援する各国政府・国際機関代表（中央はコンゴ民主共和国の環境大臣）

注１. 湿った環境で植物が完全に分解されずに長期間にわたって積み重なった、炭素を豊富に含む湿地
注２. 二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスの吸収量・放出量を継続的に測定するための観測施設

高
止
ま
り
し
て
い
ま
す（
2
0
2
4
年
、G

lobal 

Forest W
atch

）。
こ
の
状
況
に
、
世
界
的
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
需
要
の
急
増
に
伴
う
カ
カ
オ
栽
培

や
E
V
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
不
可
欠

な
銅
、
コ
バ
ル
ト
の
採
掘
等
が
拍
車
を
か
け
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
2
1
0
0
年
に
は

コ
ン
ゴ
盆
地
か
ら
原
生
林
が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
2
0
1
8
年
、

Tyukavina et al.

）。

国
際
協
調
に
よ
る
保
全
対
策
の

推
進

こ
の
現
状
を
改
善
す
べ
く
、
日
本
を
含
む
先
進

国
政
府
や
国
際
機
関
な
ど
が
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

お
わ
り
に

森
林
分
野
に
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
森
林

減
少
を
食
い
止
め
、
回
復
さ
せ
る
と
い
う
国
際
公

約
が
存
在
し
、
パ
リ
協
定
の「
1
・
5
℃
目
標
」実

現
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
で
紛
争

や
経
済
対
立
が
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

分
断
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
コ
ン
ゴ
盆
地
の
保

全
」
と
い
う
地
球
規
模
課
題
に
お
い
て
、
一
丸
と

な
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
く
意
義
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
、
国
際
協
力
を
重
点
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
コ
ン
ゴ
盆
地
、
と
り
わ
け
同
国
は
、
熱
帯

林
保
全
の「
一
丁
目
一
番
地
」と
い
え
る
存
在
で
す
。

そ
の
国
際
協
力
の
中
核
が
、
欧
米
諸
国
を
中
心

に
2
0
1
5
年
に
創
設
さ
れ
た
中
部
ア
フ
リ
カ

森
林
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
C
A
F
I
）で
す
。
コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
O
D
A
資
金
を
拠
出
し
、
数
十
に
及
ぶ
分
野
横

断
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
総
額
約
5
0
0
億
円
）
が

形
成
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
I
C
A
も
C
A
F
I
と
の
連
携
に
よ
る
数

十
億
円
規
模
の
技
術
協
力
を
通
じ
、
キ
ン
シ
ャ
サ

近
郊
の
ク
イ
ル
州
に
お
い
て
、
直
近
の
約
6
年

間
で
、
山
手
線
内
側
に
相
当
す
る
約
6
千
ha
の
植

林
、
知
床
自
然
遺
産（
陸
域
）に
匹
敵
す
る
４
万
ha

以
上
の
保
全
林
の
設
定
な
ど
、
目
に
見
え
る
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

更
に
、
発
見
間
も
な
い
泥
炭
地
で
は
、
国
際
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
タ

ワ
ー
注
２
を
柱
と
す
る
観
測
体
制
の
構
築
に
率
先

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コンゴ盆地初のフラックスタワー（コンゴ盆地２基目、泥炭地初のタワーは日本政府が建設中）
出典：Ghent University

JICAの技術協力で地域住民が造成したアカシア林　出典：JICA
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